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阪神大震災から１０年。

今月は、芹田代表理事の巻頭文です。

◆お品書き◆

【その壱】ＣＯＤＥレター VOL.20

【その弐】スリランカ現地視察レポート・ぶどう新聞

以上

料金別納
郵便

忘れないとは仲間を増やすこと

芹田 健太郎

CODE 海外災害援助市民センター 代表理事

阪神淡路大震災から１０年が経過した。

震災１０年のイベントはまだ続いているが、人びとは「ポ

スト１０年」に向けて歩み始めた。

兵庫県は１０年間掲げ続けた「復興本部」の看板を本年度

。 。 、末で降ろす ５年のとき県は国際検証を行った そして今回

復興１０年委員会を設けて、復興１０年総括検証と提言を行

った。復興過程を総括的に検証した結果を、全世界の共有財

産として国内外に発信するため 「創造的復興フォーラム」が、

「伝えよう １．１７の教訓ー創造的復興から未来へー」と

題して開かれ、６分野５４テーマにわたる検証結果は１．１

７の直前に３日間にわたって報告された。１．１７の追悼式

には天皇・皇后両陛下がはじめて参列された。

１０年は区切りとはいえ、すべてが幕引きのために行われ

ているかに見える。国連防災世界会議での「忘れない」とい

う天皇のお言葉は、We shall never forget と訳された。同じ

兵庫県知事の発言は、Remember January 17 と同時通訳され

た。何を忘れないのであろうか、何を心に留めるのであろう

か。それぞれに大切な人が失われたことは、忘れろと言われ

ても、忘れようもない。忘れないとは、そうした個人的な思

いを、人類の記憶に埋め込むことである。人類の記憶に埋め

。 、込むには絶えざる記憶の分有を必要とする 記憶の分有には

あたかも細胞分裂のように、仲間を増やすことである。

埋め込まれた記憶は仲間と共にする行動の原動力となる。

埋め込まれた記憶が人びとを突き動かして行動する。なされ

た多くの提言はポスト１０年の課題であるが、指摘された課

題は被災地だけのものではない。しかし、課題の実現には、

人びとを「突き動かす」ものがなければならない。それが、

埋め込まれた記憶である。

われわれの記憶の中には、スマトラ沖地震による大津波も

埋め込まれた。広島や長崎の原爆投下、東京・大阪やドレス

デンの大空襲、南京大虐殺やアウシュビッツのジェノサイド

などとともに人類の記憶となった。平和や人権や安全は、こ

うして、人類の永遠の願いなのである。

ポスト１０年、われわれは仲間を増やしていかなければな

。 、 、 、らない われわれは 率先して 最後のひとりまで大事にし

そのひとりに寄り添う人となろう。そのことを通して、一人

ひとりが大事であり、そのひとりに寄り添うことをする人の

輪が大きくなる。そして、このことを大きな声で語らなけれ

ばならない。われわれの課題である。
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国連防災世界会議が神戸で開催

2005年1月18日～22日まで神戸ポートアイランドにて国連

防災世界会議が開催され、世界168ヶ国から多くの人々が参

加し、災害の被害軽減策について討議が行われました。CODE

は、その中で2つの関連事業に参加しました。

1月20日-CODEシンポジウム「震災10年と市民社会」

1月20日、国連防災世界会議の関連行事で、阪神大震災後

の市民活動を考えるシンポジウム「震災10年と市民社会」を

CODEが主催しました。

プログラムの第1部では、基調講演としてCODE代表理事で

ある芹田健太郎が 「神戸宣言にこめた思い」と題し講演を行、

いました。芹田代表理事は、12月の市民とNGOの「防災」国

際フォーラムで採択した「神戸宣言」を、被災者のくらしの

再建にこだわった人権宣言であると紹介しました。

第2部では 「くらしをつなぐ市民のきづな～語り出す・学、

ぶ・つながる・つくる・決める・育てる～」と題してパネル

ディスカッションが行われました。司会は、ひと・まち・く

らし研究所常務理事の山口一史さんで、パネリストとして、

村井雅清事務局長、室崎益輝副代表理事、県立舞子高校環境

防災科の諏訪清ニ教諭、メキシコのNGOの事務局長、クアテ

モック・アバルカさ

んが、それぞれの経

験から防災の課題を

議論しました。クア

テモックさんは、国

境や宗教、言葉、人

種を越えて人々が分

かり合い連帯するこ

とが大切であると強

調しました。

1月21日-「災害ボランティア世界会議」

21日には 災害ボランティアの将来像について議論する 災、 「

害ボランティア世界会議」が開催されました。

会議の冒頭では、国連ボランティア計画（ＵＮＶ）のアド

・デラード事務局長が、災害ボランティアの役割は発生時の

救援段階から、災害予防・政策提言の段階に移りつつあると

述べました。

、 、 、 、 、海外からの事例発表では イラン 韓国 トルコ インド

。メキシコの災害ボランティアらが各国の課題を報告しました

会議では、減災の智恵を集めたボランティアのシンクタク

「智恵のひろば」も発足しました。智恵のひろば準備室長の

栗田暢之は、智恵の「智」という字は「知る」と「言う」と

いう2つの意味を含み、知識を集めるだけではなく、発信す

ることが大切であると述べました。

２２日に会議の閉幕を受け、世界８ヶ国のNGOメンバーや

学者が会見し、会議の成果文書である「兵庫行動枠組み」の

。「 」 、不備を指摘しました 人を中心にした防災活動を とうたい

世界各国の130のNGOが共同署名した声明を発表しました。

松蔭高校生が翻訳ボランティアに挑戦

神戸市にある松蔭高校の生徒7人が2月7日、CODEで、海外

。の災害情報を日本語に訳す翻訳ボランティアに挑戦しました

翻訳ボランティアとは 「World Voice」というCODEの国内、

事業のボランティアです 「World Voice」では、国連人道問。

題調整事務所（UNOCHA）が出す災害情報ネットであるリリ

ーフウェブから、世界の被災状況の記事を選び日本語に訳し

た後、CODEのホームページで紹介しています。これをとおし

て、世界の被災地での人々の暮らしや生の声を日本語で発信

することができます。

この日参加した7人の

高校生と付き添いの先

生は、まず村井事務局

長からスリランカの現

状について、写真を交

えて30分くらいの説明

を受けました。

その後、高校生はスリランカの被災状況の翻訳に挑戦しま

した。記事には、災害の専門用語や国連機関の専門用語があ

り、高校生には少し難しかったようです。しかし、松蔭高校

の英語の先生やCODEのスタッフの助けを得ながら、なんとか

記事を翻訳し、早速CODEの

ホームページに掲載しまし

た。翻訳に特に興味を持った

4人の高校生は、これからも

定期的にCODEの翻訳ボラン

ティアに協力してくださるそ

うです。

ありがとうございます11/10～1/１0
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